
上都賀地区ＰＴＡ指導者研修 
学校と家庭、さらには地域社会を結ぶ要であるＰＴＡ活動をより一層促進するため、単

位ＰＴＡの指導的役割を果たしている保護者および学校職員を対象に、子どもたちの「豊

かな心」を育てるために、ＰＴＡは何ができるのか、何をすべきなのか、そのあり方を学

ぶ研修会です。 

今年度の上都賀地区ＰＴＡ指導者研修Ⅰは 7月１０日（火）に日光市中央公民館、上都

賀地区ＰＴＡ指導者研修Ⅱは１１月１５日（木）に鹿沼市民文化センターにて開催いたし

ました。 

  

 

 

上都賀地区ＰＴＡ指導者研修Ⅰ 

 宇都宮大学生涯学習教育研究センタ

ー 廣瀬隆人 教授をお招きして「ＰＴ

Ａが変える！大人を変える！」という

演題で講演いただきました。 

参加者の質問に答えていただく形式

を基本に、ＰＴＡ活動の活性化につい

てわかりやすく講話いただきました。

参加者の『知りたいこと、聞きたいこ

と、不安なこと、思い』に対して、そ

の理由や対策を社会全体からとらえ、

更に単位ＰＴＡとしてできることを示

唆いただき、多くの参加者から「大変

有意義なお話だった。」「研修に参加し

てよかった。自分の活動の励みになっ

た。」等のご意見が多数寄せられまし

た。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

上都賀地区ＰＴＡ指導者研修Ⅱ 

（県民カレッジ防災学習推進事業） 

 

『防災』をテーマに「県民カレッジ防災学習

推進事業」を兼ねて開催しました。 

前半では、獨協医科大学ＲＩ 

センター放射線管理部 高橋 

克彦 氏をお招きして「原子 

力災害～放射線被ばくへの 

対応を考える～」という演題で講演いただき

ました。多くの人が不安に感じる放射線被ば

くについて、正しい知識と具体的な対応策を

わかりやすく講演いただきました。後半で

は、宮城県大河原町立金ヶ瀬中学校西條裕哉 

教頭先生より「学校と家庭が協働する防災対

策活動プラン」について発表いただきまし

た。地域性が似ている事から、その取組はと

てもよい刺激となり「発表 

を参考に、学校と地域との 

連携した取組にチャレンジ 

したい」との声も寄せられ 

ました。 
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親学習プログラム指導者研修（県総合教育センター主催） 

 平成２４年度親学習プログラム指導者研修が終了し、上都賀地区では新たに３名の修

了生が誕生しました。今までの修了生の多くはチーム（鹿沼市「親学習チームかぬま」

日光市「親学習チーム日光」）として、就学時健診時や入学保護者説明会、家庭教育学級

等で活躍しています。「知り合いができて不安な気持ちがなくなりました。」「保護者同士

が知り合いになれるきっかけになりました。」等の声が活用され 

た学校や参加者より多く寄せられています。また、今年度より 

スタートした『思春期版親学習プログラム指導者研修』『上都 

賀地区親学習プログラム指導者フォローアップ研修』にも意欲 

的に参加し、さらに学びを深めています。 

 今後の活躍がさらに期待されます。 

                           

                          

『早寝早起き朝ごはん』フォーラム 

日時：平成 25年１月 19日（土） １０：３０～１６：００ 

会場：とちぎ健康の森 

特別講演：「冒険の魅力と未知の世界への挑戦」 

         講師 谷口けい 氏 （アルパインクライマー） 

パネルディスカッション：「子どもの生活習慣づくりのために私たちができること」 

＊ 参加希望がある方は 12月 28日（金）までに上都賀教育事務所ふれあい学

習課（0289-62-7167）までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   上都賀地区ふれあい学習ネットワーク 

   日時：平成 25年 2月 8日（金） １３：３０～１６：００ 

    会場：鹿沼市菊沢コミュニティセンター 

    内容：「学校と地域が協働しやすい関係をさらに進めるために」 

            講師 宇都宮大学  教授 廣瀬隆人 氏 

               日本大学   教授 佐藤晴雄 氏 

    ＊ 参加希望がある方は上都賀教育事務所ふれあい学習課（0289-62-7167） 

または各市生涯学習課へ 1月 25日（金）までにご連絡ください。  

家読（うちどく）のススメ 
 家読（うちどく）とは、家族で一緒に読書をしたり、好きな本について話し合った

り、話題の本について語り合いながらコミュニケーションを図る取組です。家読に決ま

ったスタイルはありません。家族とのコミュニケーションを図るひとつのツールとして

食事の時や何気ないときに、意識してチャレンジしてみませんか。 

～こんな家読（言葉かけ）はいかがでしょう～ 

 ✿ 「今日も学校の読み聞かせは楽しかった？」「朝の読書は何読んでいるの？」 

  ✿ 「この本、どうだった？」「あなたが主人公だったらこの時どうする？」 

  ✿ 「このシーン、絵に描いたら、こんな感じ？」 

  ✿ 「本屋さんに行ったら、『○○』がたくさん並んでいたよ。人気なんだね。」 

  ✿ 「この絵本、あなたが小さいとき大好きだったのよ。」 

  


